
事 業 活 動 報 告 書 

団 体 名 表現者団体 TOTEMOTOTEMO 

事 業 名 称 「秋月普段着のクラシック音楽会」の定期開催 

事 業 期 間 令和６年 11月１日 ～令和 7年 3月 10日 

事 業 内 容 

  

及 びその効 果 

（事業内容） 

〇定期的（春夏秋冬、年４回程度）に芸術・芸能・音楽会等のイベント開催

する為のプレイベントとして、令和 6年 12月 7日（土）と令和 7年 1月 26日

にクラシックコンサートを午前・午後と一日２ステージで開催した。 

〇場所：秋月地区「古民家ギャラリー秋月 VOX」 

〇出演者は朝倉市在住のピアニスト三原奈津子氏と福岡市在住のピアニス

ト河田典子氏のピアノ連弾デュオ「Dhyana」と日田市在住のピアニスト江島

ちゆき氏とフルート奏者二名で活動しているクラシックアンサンブルグループ

「Chisa＆Chiyu＆Rie」 

〇入場料は無料。誰でも自由参加として、たまたま秋月に訪れていた観光

客にも楽しんでもらえるイベントとした。その結果、当イベントを目的に来場し

た参加者と別にたまたま秋月を観光で訪れた人も参加していただき、12月 7

日開催には２ステージ合計 43 名、1 月 26日開催には２ステージ 48名の満

場の結果となった。 

〇当日イベントタイムスケジュール 

2 イベント共に 

第一ステージ 13時～14時  第二ステージ 15時～16時 

（事業実施効果） 

春と秋のみの集客が目立っていた秋月地区において定期的（春夏秋冬）に

季節を問わず楽しめるイベントを開催する目的で行った本事業では、あえて

真冬の閑散期に開催したにも関わらず、会場が埋まる程の参加者で、イベ

ント中及びイベント後に参加者に感想を聞き取った結果、 

①初めて秋月に訪れたという方は、２日間総計 91名中 18名 

②秋月に来たことはあるが、普段は来ない人の中で城下町でクラシックコン

サートがあるので来たという方は、91名中 73名 

次回も参加したいとの回答は全体の約 80％（72 名）であった。この結果から

当イベント目的で秋月地区を訪れた新規集客とリピーターの獲得に成功し

たと考える。また、今後有料で開催するとした場合、料金設定（1,000 円、

2,000円、3,000円のうち）についても同時に聞き取りを行った結果、1,000円

が約 70％と一番多く、残りは 2,000 円であった。3,000 円は高すぎるとのこと

で一人もいなかった。コンセプトを明確にし、定期的に開催することでイベン



ト自体が定着していき、参加者が新たな参加者を連れてくるという好循環が

生まれる可能性を強く感じた。 

今後も演者の裾野を広げる目的で、イベント当日にその場の雰囲気を味わ

って貰うために、予定していた出演者とは別のピアニスト（女性 2 名）と狂言

師（男性１名）の方に観覧頂き、そのうちピアニスト 1 名に飛び入りで一曲だ

け弾いて頂いた。その結果、今後の当イベントへの出演を快諾頂いた。 

また、それぞれの演者の繋がりで多数の演者の紹介もあった。 

また、今回のモニターからの意見聴取については、こちらからの呼びかけ及

び、チラシ等を見て参加された方には、会終了後に感想等を直接聞き取り

を行った。また、告知方法では代表石井太郎が活動しているバンド zubtone

のコンサート（補助金交付決定後～本補助事業イベントまでの期間に 24 回

行って、その会場（秋月、二日市市、太宰府市、みやま市、小郡、筑紫野

市、福岡市、佐賀県鳥栖市、大分県日田市のギャラリーや公共ホール、個

人宅、飲食店等）にて告知、チラシの配布及び配置を行った。コンサート参

加者累計約 600 名。また、地元では会場に近いバナナジュースを販売して

いる「どんぐり屋」様や会場隣の骨董屋「さきやま」様にも告知をしながら、温

かい協力を頂いた。冬季ということもあり、秋月内の店舗は軒並み閉店して

いた。 

今 後 の方 針 

現在は有料で「秋月ＶＯＸ Classics」は開催しており、和泉流狂言方狂言

師や別のピアニストの出演もあり、出演者、参加者の新たな広がりをみせて

いる。参加料はその都度、出演者によって変更するが、収支のバランスを考

え、継続可能な範囲を考えている。今後は音楽と芸術というコンセプトの会も

企画している。 

今 後 の 課 題 

有料イベントにすると、たまたま秋月に観光に来た方で当イベントに興味は

あるが入場できないという課題がある。有料で行うか、無料で行ってドネーシ

ョン方式を採用するかの判断が難しい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

【令和６年１２月７日（土）開催当日の会場写真】     

         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



【令和７年１月 26日（日）開催当日の会場写真】 

 

 

 

 


